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2月5日総研について（案）
１　はじめに
　　　12月3日（木）の小学校教育研究会役員会にて、本部より下記のような提案がありました。
　　　（１）今後の研究活動について、大阪モデルがレッドステージ（緊急事態）に移行した場合、全役員会・区教員研究発表会・研究部2年次発表については、資料等の配信や誌上発表とする。
　　　　　※一度でも移行したら、年度末まで上記の対応をする。
　　　　　※支部の主任会や研究部の部会等、少人数の会議については、支部長・研究部長及び会場校の校長の協議により、開催の可否を判断する。
　　　（２）大阪モデルが「レッドステージ」には移行していないが、大阪市内学校の感染状況をふまえ、本部役員が感染拡大防止に向けた対応をとることが必要と判断した場合
　　　上記の提案があり、12月3日夕刻に、大阪モデルのレッドステージへの移行が発表されました。
２　今後の研究活動について
　　　（１）プレ授業
　　　　　プレ授業については、準備を進めていただいていることもあり、キャンセルという形にしては、研究
活動が停滞をしてしまいます。そこで、研究会からの提案にもあるように、「会場校と協議により開催の
可否を判断する」とあるので、担当役員から会場校に連絡をしてもらい、開催の可否を協議して実施し
ています。参加については、ビデオに録画をしてもらい、福島小の授業者や部員があとで観られるよう
にしていただいています。よって、リーダー・研究総務と担当役員＋若干名（各部で判断をお願いしま
す。）が参加をしています。
　　　（２）2月5日の授業について
　　　　　部員が参加しての研究会が実施できなくなるのですが、福島小としては授業を実施し、ビデオに録画をしておこうと考えています。Teamsでの配信ということもありますが、事前に申し出ていなかったことや、トラブルが起きた時の対応等でのストレスを考えると、記録を観てもらうとした方が取り組みやすいと思います。
　　　　　当日は、上記のはじめにの中にありますように、少人数であればいいとのことでもあるし、次年度に向けての課題の整理が必要であると思うので、運営委員のメンバーに、それぞれの授業の様子を廊下から参観してもらいます。また、研究発表や講演についてですが、部員の皆さんとの共有が必要だと思いますので、研究総務からの研究のまとめと講演（田縁先生が日程を調整していただき参加いただけることになりました。）についても、録画をし、部員の皆さんに共有していただきます。
　　　（３）誌上発表について
　　　　　「レッドステージ」となりましたので、研究部２年次発表は誌上発表となります。紀要の作成と当日の指導案・研究のまとめ（研究総務作成）について、全市・部員・福島小・その他分を作成し、送付できればと考えています。　
　　　　　低中高学年部に、部内研究のまとめと本番での指導案についての集約をお願いしていますので、各部で意見をまとめるようになります。
　　※上記のことは、レッドステージになったときの教育研究会案に沿ったものです。非常事態中の取り組み方
については、委員会より再度指示があるかもしれませんので、今後取り組みを変更せざるを得なくなるか
もしれません。順次各部員に連絡をしていきますので、ご理解とご協力をよろしくお願いします。
